
同
社
が
Ｚ
Ｅ
Ｂ
に
取
り
組
み
は

じ
め
た
の
は
１７
年
。
地
元
の
設
計

施
工
コ
ン
ペ
で
、
Ｚ
Ｅ
Ｂ
実
績
の

有
無
が
選
考
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
た

こ
と
が
き
っ
か
け
。「
当
時
は
省

エ
ネ
提
案
力
が
当
社
の
強
み
と
考

え
て
い
た
が
、
一
歩
先
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ

を
目
指
す
必
要
性
を
痛
感
し
た
」

と
同
社
の
安
井
孝
浩
執
行
役
員
・

設
計
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
は
振
り

返
る
。

そ
の
後
Ｚ
Ｅ
Ｂ
を
徹
底
的
に
研

究
、
同
年
内
に
「
Ｚ
Ｅ
Ｂ
プ
ラ
ン

ナ
ー
」
に
登
録
。
い
く
つ
か
の
新

築
案
件
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
を
手
掛
け
実

績
を
積
み
上
げ
て
い
た
こ
ろ
、
本

社
ビ
ル
の
空
調
設
備
更
新
計
画
が

浮
上
。「
総
務
部
門
は
当
初
、
設

置
後
２０
年
を
経
て
老
朽
化
し
て
い

た
Ｇ
Ｈ
Ｐ
だ
け
の
更
新
を
計
画
し

て
い
た
。
し
か
し
ノ
ウ
ハ
ウ
取

得
、
顧
客
へ
の
Ｐ
Ｒ
の
絶
好
の
機

会
と
考
え
、
Ｚ
Ｅ
Ｂ
改
修
を
上
層

部
に
提
言
し
た
」（
安
井
氏
）。

Ｚ
Ｅ
Ｂ
プ
ラ
ン
ナ
ー
登
録
後
す

ぐ
、
本
社
ビ
ル
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
改
修

の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
を
行
い
可
能

性
は
把
握
し
て
い
た
。
そ
の
上
で

同
社
の
中
期
経
営
計
画
で
掲
げ
た

「
事
業
を
通
じ
て
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
（
Ｃ
Ｎ
）
化
を
推
進
」

の
方
針
に
合
わ
せ
挑
戦
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

同
ビ
ル
は
、「
建
設
当
初
か
ら

ペ
ア
ガ
ラ
ス
を
採
用
し
、
躯
体
の

断
熱
も
し
っ
か
り
し
て
い
た
。
当

時
の
設
計
者
に
先
見
の
明
が
あ
っ

た
」（
安
井
氏
）。
だ
が
４
段
階
の

Ｚ
Ｅ
Ｂ
の
う
ち
難
度
が
２
番
目
に

高
い
ニ
ア
リ
ー
Ｚ
Ｅ
Ｂ
を
目
指
し

た
こ
と
、
経
済
産
業
省
の
補
助
制

度
「
Ｚ
Ｅ
Ｂ
実
証
事
業
」
活
用
を

決
め
た
こ
と
、
通
常
業
務
を
続
け

な
が
ら
工
事
を
進
め
る
方
針
を
決

め
た
こ
と
で
設
計
、
施
工
両
面
の

ハ
ー
ド
ル
が
一
気
に
上
が
っ
た
。

そ
れ
で
も
ニ
ア
リ
ー
Ｚ
Ｅ
Ｂ
を
目

指
し
た
の
は
、
補
助
採
択
の
確
度

向
上
に
加
え
て
地
元
の
同
業
他
社

の
存
在
が
大
き
か
っ
た
。
他
社
は

既
に
本
社
ビ
ル
新
築
時
に
ニ
ア
リ

ー
Ｚ
Ｅ
Ｂ
を
獲
得
済
み
。
同
社
は

改
修
で
同
水
準
以
上
を
目
指
す
こ

と
に
し
た
。
同
年
の
補
助
採
択
１７

件
中
、
ニ
ア
リ
ー
Ｚ
Ｅ
Ｂ
に
達
し

た
の
は
同
社
だ
け
だ
っ
た
。

空
調
設
備
は
、
高
効
率
な
最
新

型
Ｇ
Ｈ
Ｐ
へ
の
更
新
と
会
議
室
へ

の
全
熱
交
換
器
採
用
と
共
に
、
気

流
・
温
度
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
る
容
量
最
適
化
を
実
施
。
冷
房

能
力
を
既
存
の
５
０
４
㌔
㍗
か
ら

２
３
０
㌔
㍗
に
５４
％
低
減
、
大
幅

な
省
エ
ネ
を
実
現
し
た
。「
Ｇ
Ｈ

Ｐ
の
電
力
デ
マ
ン
ド
削
減
効
果
は

大
き
い
。
省
コ
ス
ト
と
省
エ
ネ
を

両
立
で
き
る
こ
と
が
決
め
手
と
な

っ
た
」（
安
井
氏
）
と
い
う
。

ま
た
本
社
ビ
ル
の
屋
上
だ
け
で

な
く
、
敷
地
内
の
倉
庫
の
屋
根
も

活
用
し
、
発
電
容
量
約
８０
㌔
㍗
の

太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置
し
、
１
次

エ
ネ
削
減
率
８２
％
（
Ｂ
Ｅ
Ｉ

０

・
１８
）
を
達
成
し
た
。

「
空
調
容
量
を
大
幅
に
見
直
す

と
、
冷
媒
配
管
や
換
気
ダ
ク
ト
な

ど
の
大
規
模
改
修
が
不
可
避
だ
。

一
般
的
に
は
天
井
全
面
を
剥
が
し

て
工
事
を
す
る
が
、
補
助
金
の
工

期
対
応
の
た
め
施
工
方
法
の
見
直

し
が
必
要
だ
っ
た
。建
築
、設
備
、

施
工
部
門
の
担
当
者
間
で
綿
密
な

検
討
を
重
ね
、
改
修
範
囲
を
最
小

化
し
工
期
を
短
縮
し
た
」（
設
計

グ
ル
ー
プ
設
備
チ
ー
ム
の
吉
田
康

平
氏
）
と
い
う
。
天
井
の
一
部
に

残
さ
れ
た
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
状
の
施

工
跡
が
そ
の
徹
底
ぶ
り
を
物
語
っ

て
い
る
。

同
社
は
、
自
社
が
手
掛
け
た
案

件
を
顧
客
や
メ
デ
ィ
ア
等
に
積
極

的
に
公
開
し
、
見
学
会
の
ほ
か
、

講
演
な
ど
に
も
積
極
的
に
応
じ
て

い
る
。
Ｚ
Ｅ
Ｂ
へ
の
理
解
を
広
め

る
こ
と
が
Ｃ
Ｎ
貢
献
に
つ
な
が

り
、
Ｚ
Ｅ
Ｂ
認
証
取
得
が
顧
客
に

も
同
社
に
も
事
業
戦
略
上
プ
ラ
ス

に
な
る
と
考
え
る
か
ら
だ
。
遠
州

信
用
金
庫
の
支
店
新
築
案
件
で
は

顧
客
の
要
請
で
、
１
次
エ
ネ
削
減

率
１
３
６
％
を
達
成
し
最
高
ラ
ン

ク
の『
Ｚ
Ｅ
Ｂ
』の
認
証
を
取
得
。

「
地
元
紙
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
顧

客
に
非
常
に
喜
ば
れ
た
」（
安
井

氏
）
と
い
う
。

こ
の
よ
う
な
高
い
省
エ
ネ
性
能

を
有
す
る
Ｚ
Ｅ
Ｂ
の
提
案
活
動
と

Ｚ
Ｅ
Ｂ
の
認
知
度
を
高
め
る
普
及

啓
蒙
活
動
が
評
価
さ
れ
、
２１
年
度

の
静
岡
県
地
球
温
暖
化
防
止
活
動

知
事
褒
賞
、
２２
年
度
の
環
境
省
気

候
変
動
ア
ク
シ
ョ
ン
大
賞
を
受
賞

し
た
。
今
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ

マ
に
ち
な
ん
だ
「
ど
う
す
る
家
康

浜
松
大
河
ド
ラ
マ
館
」
で
も
Ｚ
Ｅ

Ｂ
レ
デ
ィ
化
を
提
案
し
、
設
計
施

工
を
勝
ち
取
っ
た
。

同
社
が
目
指
す
Ｚ
Ｅ
Ｂ
の
姿
は

「
普
段
着
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ
」。
高
価
な

最
新
の
省
エ
ネ
機
器
採
用
で
は
な

く
、
一
般
的
に
使
う
断
熱
材
を
い

つ
も
よ
り
少
し
厚
く
使
っ
た
り
、

既
製
品
で
省
エ
ネ
性
能
が
高
い
パ

ッ
ケ
ー
ジ
機
器
を
採
用
し
た
り
す

る
な
ど
、
で
き
る
限
り
一
般
的
な

技
術
を
採
用
し
、
見
た
目
は
普
通

だ
が
省
エ
ネ
性
能
が
高
い
「
普
段

着
の
よ
う
な
」
Ｚ
Ｅ
Ｂ
を
目
指
し

て
い
る
と
い
う
。「
普
段
着
の
Ｚ

Ｅ
Ｂ
な
ら
コ
ス
ト
も
抑
え
ら
れ
、

補
助
金
は
マ
ス
ト
で
は
な
く
な

る
。
Ｚ
Ｅ
Ｂ
認
証
獲
得
自
体
に
大

い
に
価
値
が
あ
る
」（
安
井
氏
）

と
話
す
。
今
、
静
岡
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ
が

ア
ツ
い
。

静
岡
県
浜
松
市
の
「
須
山
建
設
」
は
２
０
２
２
年
３
月
、
本
社
ビ
ル
を
Ｚ

Ｅ
Ｂ
化
改
修
し
、
１
次
エ
ネ
削
減
率
７５
％
以
上
と
な
る
「
Ｎ
ｅ
ａ
ｒ
ｌ
ｙ

Ｚ
Ｅ
Ｂ
（
ニ
ア
リ
ー
Ｚ
Ｅ
Ｂ
）」
を
達
成
し
た
。
全
熱
交
換
器
採
用
や
室
内

の
気
流
・
温
度
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
Ｇ
Ｈ
Ｐ
容
量
を
既
存
の
半
分
以

下
と
し
大
幅
に
省
エ
ネ
化
。
太
陽
光
発
電
約
８０
㌔
㍗
も
設
置
し
た
。
一
般
的

な
建
材
・
設
備
を
使
う
『
普
段
着
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ
』
を
強
み
に
、
顧
客
に
も
Ｚ
Ｅ

Ｂ
を
提
案
、
設
計
実
績
１２
件
は
全
国
８
位
だ
。
事
例
見
学
会
等
も
積
極
的
に

行
い
Ｚ
Ｅ
Ｂ
を
差
別
化
ツ
ー
ル
と
し
て
戦
略
的
に
活
用
し
て
い
る
。

須山建設本社ビルＺＥＢ化の概要

所在地＝静岡県浜松市延床面

積＝2305 平方㍍ＺＥＢの分 類＝

ニアリーＺＥＢ１次エネルギー削

減率＝81％主なガス設備（容量）

＝ＧＨＰ（230㌔㍗）ＺＥＢ化のポ

イント＝独自の技術力で、見た目は

普通だが省エネ性能が高い「普段着

のＺＥＢ」を実現。

「
普
段
着
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ
」強
み
に地域密着企業の先進的取り組み

④須山建設本社ビル事例

須山建設本社ビルの外観

空調容量を 54％削減し、設置面積も

格段に小さくなった

2面日1月1（令和5年）年2023

ガ ス エ ネ ル ギ ー 新 聞




